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ステップ4「危険性又は有害性の特定」へ戻る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ7　リスクアセスメント実施状況の記録と見直し 

（1）記録 

　リスクアセスメントを行い、リスク低減措置を実施したら、これですべて終了で

はありません。リスクアセスメントで特定したリスクを管理すること、言い換えれ

ば自分たちで見つけ出したリスクを日常の安全衛生活動の中で管理することが重要

です。 

　また、リスク低減措置の中で適切な措置を行うことが困難で、当面暫定的な措置

を行うだけの場合等には、記録を確実に残し、可能な限り速やかに適切な措置を実

施することが必要です。そのためには、リスクアセスメントの結果として記録した

ものを整理し、関係者は、いつでも、誰でも見ることができるようにしておく必要

があります。 

（2）リスクアセスメントの見直し 

　実施したリスクアセスメントが適切であったか、さらな

る改善が必要かどうかを検討する必要があります。見直し

の内容としては、効率的でやりやすい実施手順への見直し、

見積り・優先度の設定の基準の目安や判定の基準の見直し、

措置実施の優先順位の原則の引き上げなどがあります。 

 

危険予知（KY）活動との違い  

　KY活動もリスクアセスメントと同じく災害防止対策のための予防的手段として事業場で広く活

用されています。KY活動は、その日その日、現場で作業を始める前に「どんな危険が潜んでいる

か」を作業者がお互いに出し合い、話し合って共有化し、危険のポイントと行動目標を定め、作

業の要所要所で指差呼称を行って安全を確認してから行動する活動です。つまり、日々実践する

ことにより作業者のリスクに対する感受性を鍛え、リスクを回避することで労働災害を生じない

ようにする活動です。 

　一方、リスクアセスメントは、職場のリスクを定量的に見積もり、対策の優先度を決め、リス

ク低減措置としてリスクそのもの（機械設備や化学物質等）の除去や低減、適切なマニュアルの

作成、保護具の使用などの措置を管理者や経営層を含めて検討し、措置を実施することで労働災

害が生じないようにする取り組みです。リスクアセスメントとKY活動を一体的に活用すると、よ

り一層有効なものとなります。 


